
目標候補名：
2050年までに台風の「脅威」を「恵み」に変換し資源活用することで
安心・安定した持続可能な社会を実現

社会像キャッチフレーズ：
タイフーンショット計画で台風の「脅威」を「恵み」に！

チーム名： チームタイフーンショット
リームリーダー：筆保弘徳（横浜国立大学）
サブリーダー： 鹿渡俊介（デロイトトーマツコンサルティング合同会社）



が提案する2050年の社会

現在

2050

タイフーンショット計画

無人航空機からインパクト
物質を投下し、台風を減勢

2 無人船舶による
台風発電技術の開発

台風の強風を動力に移動し
ながらadaptiveに発電・蓄電

1 無人航空機による
人工制御法の開発

マイナス→ゼロ→プラスに

脅威 恵み
自然エネルギー
→脱炭素社会

気候変動
→激甚化

何もしない未来 タイフーンショット計画を実現した未来

ターゲット

「台風は人類にとっての脅威ではなく、エネルギーをもたらす恵みへと変貌している」

災害大国日本 エネルギー大国日本

早川由紀夫先生提供

台風の経済的被害
令和元年房総半島台風 1兆2000億円
令和元年東日本台風 1兆8600億円
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ワークショップ

専門家
ヒアリング

調査研究 一般向け
シンポジウム

国民アンケート

10141人167人 8回
1回303人



なぜ今まで台風制御が
実現できなかったのか？

Why not？



気象改変と台風制御の歴史
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災害対策基本法制定
(1961年)

効果判定不可能がボトルネック！

最後のハリケーン調節
(1969年)

第8条2項「国及び地方公共団体は、災害発生を予防し、又は災害
の拡大を防止するため、特に次に掲げる事項の実施につとめなけ
ればならない」
「九 台風に対する人為的調節」

空白の60年



なぜ今なら台風制御が
実現できるのか？

Why now？



効果判定が可能！

人工制御あり

人工制御なし
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被災建物予測数
制御なし 制御あり

最大風速が3m/sの減少することで、建物被害は約30%も低減する！

被災建物
予測モデル

人工制御
なしの風

人工制御
ありの風

－27％ －27％
－0％

－43％

経済損失１兆２０００億円令和元年房総半島台風
数値シミュレーション

経済的被害額のうち半分が建物被害とすれば、

その30％の1800億円が軽減

台風制御の効果判定の例
数値シミュレーションにより台風制御の効果判定が可能に！

②被害規模や社会影響の見積もりも可能となった

③少しの風速低下で暴風災害は大きく軽減される

①シミュレーションによる効果判定が可能となった



日本の立ち位置は？
マイルストーンは？
日本国民は期待しているのか？

Why Japan？



台風
高精度
予測

台風制御 台風発電

台風発電船蓄電/
送電装置

数値計算
力学 気象学防災工学 電気工学/

電子工学
計算機
科学物理化学航空工学 船舶工学

効果算定

台風制御
システム
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台風制御
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効果算定
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台風観測 スーパー
コンピュータ 数値モデル

台風発電システム
無人・遠隔操船
暴風域でのオペレーション
モニタリング

大量散布可能な無人航空機
インパクト物質
散布システム

台風制御方法
インパクト物質
散布要領

蓄電システム
送電システム

航空機観測
無人/常時観測
リモートセンシング
人工衛星観測
高精度センサ
雲レーダー
高速大容量通信

災害
シミュレーション

被害予測
社会経済データ

発電
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次世代スパコン

雲・乱流モデリング
データ同化法
高解像度数値モデル
大規模
アンサンブル解析

台風詳細メカニズム

取組むべき研究開発項目の俯瞰図と日本の立ち位置

日本、米国、オースト
ラリア、中国、台湾、

インド、韓国

米国 1971年中断
ハリケーン制御ワーク
ショップ（2008年） 全く新しい概念

全てのプレイヤー
が存在するのは
日本のみ



注力すべき研究開発分野・領域

研究少ない 研究多い

基礎研究レベル挑戦的研究開発

技術実用試験レベル
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台風制御方法
インパクト物質
散布要領
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高解像度数値モデル
大規模アンサンブル解析
台風詳細メカニズム
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実現に向けてのマイルストーン当初の5年



国民１万人アンケート結果

ぜひ調整
してほし
い, 33.7%
3413人

どちらかといえば
調整してほしい, 

28.7%
2915人

よくわか
らない, 
25.7%
2604人

どちらか
といえば
調整して
ほしくな
い, 4.0%

調整は望
まない, 
7.2%

その他, 
0.8%

Q.  台風の人為的調整につ
いてどう思いますか？
（回答者=10141）

（回答者=190）

ぜひ実現し
てほしい
84.7％

わからない
13%

実現してほ
しくない

2%



台風制御による
「安全で活き活きとした持続的
な社会への貢献」

再生可能エネルギーの創出による
「脱炭素社会への貢献」

台風イノベーションによる
「技術大国日本の復活に貢献」

産学シームレスでの研究による
「世界で戦える人材育成に貢献」

Human well-being

Why ? 

横浜国立大学台風科学技術
研究センター（構想）
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